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特定保健指導実施率の向上1

課題・

現状

• 被保険者の特定保健指導実施率が低い【令和5年度実績】

• 全国順位：47位（実施率7.2%)

• 被保険者500人以上事業所実施率（8.66％）が全国平均（19.72％）と乖離がある

• 宣言事業所の実施率（18.3％）が全国平均（29.43％）と乖離がある

考察

•受入体制が整っていると思われる、大規模事業所、宣言事業所においても実施率が低い。

•健診機関において健診当日に実施する初回面談の実施率が低い。

論点
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•特定保健指導について、理解、受け入れしてもらうための周知方法。
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上手な医療のかかり方の啓発２

課題・

現状

• 人口10万人に対する医師数47位、小児科専門医数43位。

• 若い世代またその親世代に対して、埼玉県内の医療体制への理解を促す。

• ２０２４年４月１日から医師に対する時間外労働の上限規制（医師の働き方改革）

考察

•埼玉県の医療体制の現状を周知し、特に若い世代に対して上手な医療のかかり方を啓発していく
必要性がある。

論点
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•若い世代に対し、埼玉県の医療体制の現状を理解してもらい、限りある医療資源を有効に利用し
てもらうため、どのような手法・内容で広報を行うか。
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